
　昭和20年（1945）３月に沖縄が米艦船に囲まれると、３月23日には陸
りくかいぐん

海軍共同による天一号作戦が発
はつどう

動されま
す。零

ぜろせん

戦隊と彗
すいせい

星隊は明
めい

治
じ

基地から、紫
し

電
でん

隊は徳
とくしま

島基地からそれぞれ出
い

水
ずみ

基地を経て第
だいいちこく

一国分
ぶ

基地へ、天
てんざん

山隊は
豊
とよはし

橋基地を経て串
くし

良
ら

基地へ進出し、米艦船への攻撃に出撃しました。
　写真は、３月28日に彗星隊が明治基地を出発する際に撮影されています。隊員の多くは、大学や専門学校を卒
業したり、旧

きゅう

制
せい

中
ちゅう

学
がく

を経て志
し

願
がん

した10代後半～ 20代前半の若
わかもの

者たちでした。

　レンガ造りの構築物で、幅1.27ｍ、奥行き1.73ｍ、
高さは1.37ｍあります。戦争中に航空ガソリンの原料
として利用が試みられた松

まつ

根
ね

油
ゆ

の蒸留施設とも言われ
ていますが、はっきりした用途は不明です。
　製鉄所で出るスラグ（かす）を再利用した鉱

こうさい

滓レンガ
で造られています。

　北側に残
ざんぞん

存する弾薬庫は、屋根がかけられて現在
も倉庫として使用されています。レンガ造りで、内
部の広さは短辺5.5ｍ、長辺9.5ｍ、壁の厚さは35cm
あります。　
　南側の弾薬庫もレンガ造りで、規模は内法で短辺
5.7ｍ、長辺12.8ｍ、壁の厚さは30cmあります。残
存状況から２室あったことが確認できますが、崩

ほうかい

壊
が進み、当時の状態はよく分かりません。

　基地では、平
へい

時
じ

は外部から電気を
得ていましたが、戦

せん

時
じ

など外部電源
が停止された場合、発

はつでん

電機
き

により基
地内に電気を供

きょうきゅう

給していました。
　形状はアーチ型のドームで、半分
が地下に埋

まいぼつ

没しています。内部には
発電機は残されていませんでした
が、奥行14m、幅５m、高さ４mあ
り、天井部分には２カ所の通気口が
設けられています。空爆に耐えるた
め、コンクリートの厚みは0.8 ～１
ｍ程度で、その上を三

た た き

和土と呼ばれ
る固められた土でさらに１ｍを覆っ
た頑

がん

丈
じょう

なつくりとなっています。
　現在は、中に入ることはできませ
んが、発掘調査の結果、内部の状況
が確認されました。

　防空壕と言われていますが、内部が確認できない
ため詳細は不明です。外面は土

ど て

手状
じょう

となっており、
通
つう

気
き

孔
こう

と思われる穴が８ヶ所確認できます。現状で
幅が約４ｍ、長さは約28ｍあります。

　太平洋戦争の
終
しゅう

戦
せん

50周年を記
念し、改めて世
界恒

こう

久
きゅう

の平
へい

和
わ

を
祈
き

念
ねん

するととも
に、その歴史的
事実を後

こうせい

世に伝
えるため、地元
町内会により碑
が建てられまし
た。
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　明治航空基地は、海軍の基地とし
て、太平洋戦争中の昭

しょう

和
わ

18年（1943）
４月に地元の人々や学生を動

どう

員
いん

して
建設が始まりました。そして、翌年
５月から未完成のまま使用され始め
ます。その範囲は東

ひがし

端
ばた

町、根
ね

崎
さき

町、
和
い ず み

泉町にまたがり、面積は約200ha
におよびます。最終的には、６本の
滑
かっそう

走路
ろ

が造られました。
　昭和19年（1944）９月15日には、第
二
ふた

一
ひと

〇
まる

海軍航空隊（二
ふた

一
ひと

〇
まる

空
くう

）が開隊
します。この航空隊は、北地区と南
地区に分かれ、計６つの飛行隊で編
成されていました。当初の目的は、
初期の飛行訓練を終えた搭

とう

乗
じょう

員
いん

の練
れん

成
せい

教育でしたが、戦局が進むにつれ
て名古屋地区の爆

ばくげき

撃に飛
ひ

来
らい

したB-29
を迎

げいげき

撃する任務も担
にな

うことになりま
す。基地の規

き ぼ

模としては、最大時で
航空機217機、隊員総数4,078名が所
属していました。
　昭和20年（1945）１月13日未明の三

み

河
かわ

地
じ

震
しん

によって、周辺地域は甚
じんだい

大な
被害を受けます。基地からは、負傷
者の救

きゅう

援
えん

活
かつどう

動とともに、災害復旧に
多数の隊員が動

どういん

員されました。また、
基地内の資材を復旧に活用し、地域
の復

ふっこう

興に貢
こうけん

献しました。
　同年の３月末には、二一〇空をは
じめ全国の飛行隊は鹿

か ご

児島
しま

県内の基
地へ集結し、沖縄近海の米

べいかんせん

艦船への
攻撃「天

て ん い ち ご う

一号作戦」を開始します。
二一〇空からの特別攻撃（特

とっこう

攻）は、
４月６日と11日に行われ、計23名が
戦死しました。また、通常攻撃も含
めた二一〇空の搭乗員総戦死者数
は、40名におよびます。そして、大

たい

半
はん

の航空機を失いました。
　６～７月になると、基地は硫

い お う

黄島
や空

くう

母
ぼ

からの米航空機の空
くう

襲
しゅう

を受け
るようになります。しかし、本

ほん

土
ど

決
けっ

戦
せん

に備えて戦力と燃料の消耗を抑
おさ

え
るため、迎撃には参加せず、機体を
掩
えん

体
たい

壕
ごう

に隠し、隊員は防
ぼうくうごう

空壕に避難
する状態が続きました。
　８月15日の終戦後は、多くの兵は
復
ふくいん

員となり郷
きょう

里
り

に帰りましたが、接
せっ

収
しゅう

要
よういん

員は基地に残り、航空機のプロ
ペラを外すなどの武

ぶ

装
そう

解
か い じ ょ

除ととも
に、兵

へい

器
き

や軍
ぐんじゅひん

需品の整理にあたりま
した。そして11月３日に、基地は占

せん

領
りょう

軍
ぐん

へ引き渡されました。

　燃弾薬庫は、ドラム缶に入った航空機用の燃
ねん

料
りょう

や
弾
だんやく

薬を空襲から守るための施設です。空から発見さ
れぬよう、当時は全体を土で覆

おお

っていました。
　コンクリート製で、長さ10.9ｍ、幅3.5ｍ、内部高
は２ｍあります。空爆に備え、壁の厚さは天井部で
約50cm、側

そ く へ き

壁で60 ～ 70cmと厚く、天井奥に土管
を利用した換

かん

気
き

口
こう

があります。型
かたわくこん

枠痕から構築時に
コンクリートを流し込む型枠が用いられたことがわ
かりますが、部

ぶ い

位や範囲は同一ではなく、状況に応
じて様々な構築方法が採用されています。

明
め い

治
じ

航
こ う く う
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き ち
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非常用発電施設（内部）

 非常用発電施設（外部）

 油蒸留場跡 明治航空基地之碑

彗星三三型の前で 野村飛行隊長の命令を受ける

鈴木分隊長と飛行前の打合せを行う 艦上爆撃機彗星三三型の出発準備
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南地区飛行隊の主力機体
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　局地戦闘機「紫電」
　艦上攻撃機「天山」

北地区飛行隊の主力機体
　艦上爆撃機「彗星三三型」
　艦上偵察機「彩雲」
　夜間戦闘機「月光」
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明治航空基地と
東端・根崎・城ヶ入を歩く

明治航空基地と東端・根崎・城ｹ入を歩く

昭和20年3月28日　彗星尾翼の前で

　東端貝塚は、油ヶ淵を望む長
おさ

田
だ

川
がわ

左岸の標高６～８ｍの
台地上に立地する縄

じょう

文
もん

時代晩期から弥
や よ い

生時代前期の貝
塚です。かつては、周辺の小

こ

山
やま

貝
塚、小

こ

山
やま

東
ひがし

貝塚などとあわせて、
西三河屈指の貝塚でした。
　貝の種類は、干潟に生息するハ
イガイやマガキなどで、油ヶ淵が海
だったころの環境を表しています。

　天
てん

正
しょう

８年（1580）に、大
おおはま

浜（碧南市）の長
おさ

田
だ

尚
なお

勝
かつ

が
築城したと伝えられます。同12年（1584）には、尚勝の
兄直

なおかつ

勝が城主となり、姓を永井に改めて永
なが

井
い

伝
でん

八
ぱち

郎
ろう

直
なお

勝
かつ

と名乗りました。直勝は、元
げ ん な

和３年（1617）の大坂冬
の陣で活躍したことから常

ひ た ち

陸国笠
かさ

間
ま

城の城主となり、
東端城を転出したため、廃城となりました。
　主

しゅ

曲
くる

輪
わ

は、方形あるいは台
形で、高さ８～10mの土

ど

塁
るい

に
囲まれていました。北東から
南の土塁の外側には、幅10～
15mの帯

おび

曲
くる

輪
わ

（城
しろやま

山稲
いな

荷
り

の
場所）があります。

　念空寺は、真宗大
おお

谷
たに

派
は

に属し、山号を中
なか

根
ね

山
やま

といい
ます。以前から東端に留

とど

まっていた了
りょう

西
せい

が、永
えい

正
しょう

年間
（1504～21）に念

ねん

仏
ぶつ

道場を開いたのが始まりと考えられま
す。その後、江戸時代はじめに
現在の地に移転しました。
　市指定文化財として、絵画 

「方
ほう

便
べん

法
ほっ

身
しん

尊
そん

像
ぞう

」、書跡 「六
ろく

字
じ

名
みょう

号
ごう

」と「九
く

字
じ

名
みょう

号
ごう

」、典籍
「御

お

文
ふみ

」があります。

　西蓮寺は、真宗高
たか

田
だ

派
は

で、山号を西
にし

光
こう

明
みょう

山
ざん

といい
ます。寺伝では、醍

だい

醐
ご

天皇第四皇子重
しげあき

明親
しんのう

王の子俊
とし

明
あき

が、当地で亡くなった母の菩
ぼ

提
だい

を弔
とむら

うため、天
てん

慶
ぎょう

２年（939）に一
いち

宇
う

を設けたのが始まりとされます。
その後、弘

こう

治
じ

２年（1556）に現在地へ移りました。

西
さい

蓮
れん

寺
じ

のイチョウ（市指定天然記念物）
　イチョウは雄

お

木
ぼく

で、胸高囲3.2
ｍ、樹高25ｍを計ります。堀

ほり

内
うち

町の大イチョウ（雌
め

木
ぼく

　市指定
天然記念物　樹高30ｍ）ととも
に市内の二大巨樹となっていま
す。

都
つ

築
づき

弥
や

厚
こう

茶
ちゃ

室
しつ

（市指定文化財）
　都築弥厚茶室は、東端村
の大

おおはし

橋新
しん

五
ご

郎
ろう

が、天保４年
（1833）に都築弥厚邸から西
蓮寺に移築、寄

き

進
しん

したもの
です。岡崎の宗

そ う へ ん

偏流の茶人 
不
ふ

蔵
ぞう

庵
あん

龍
りゅう

渓
けい

の作と推定され
ています。

南
なんばん

蛮屏
びょう

風
ぶ

（県指定文化財）

　西蓮寺に伝わる南蛮屏風は、小型で携帯用のもの
です。左

さ

隻
せき

には東南アジアの港を出港する風景が、
右
う

隻
せき

には日本の港に到着した様子がそれぞれ描か
れ、珍しい動物や南

なんばん

蛮寺
じ

（教会）も見られます。
　南蛮屏風は全国で約60双

そう

が現存し、この屏風は江
戸時代に狩

か

野
のう

内
だいぜん

膳の図をベースに描かれたと考えら
れます。

　長福寺は、浄
じょう

土
ど

宗に属
し、山号を萬

まん

喜
き

山
さん

といい
ます。長

ちょう

享
きょう

年
ねんかん

間（1487～
89）に薬師堂を設けたの
が始まりと伝えられます。
現在は、紫

あ じ さ い

陽花が咲くこ
と知られており、アジサ

イ寺として親しまれてい ます。江戸時代の僧円
えん

空
くう

により彫られた十二神将のひとつ「伐
ば

折
さ

羅
ら

大
たい

将
しょう

立
りゅう

像
ぞう

」
【市指定】が伝えられています。

　根崎八幡神社は、寛永15年（1638）に津
つ

島
しま

牛
ご ず

頭天
てんのう

王
社
しゃ

を祀
まつ

ったことが始まりです。元
げんろく

禄７年（1694）には、
領主松

まつ

平
だいら

正
ま さ も と

基の屋敷近くにあった江
え ど

戸深
ふ か が わ

川八
はち

幡
ま ん し ゃ

社
（現在の富

とみおか

岡八
はちまんぐう

幡宮）から分
ぶんれい

霊を請
う

けて八幡社としま
した。
　現在の本殿は、寛

かん

保
ぽう

４年（1744）に建立されまし
た。一

いっけんしゃ

間社流
ながれ

造
づくり

の杮
こけら

葺
ぶき

で、流造としては中型になり
ます。浜

はまゆか

床を設け正面扉口には幣
へいじく

軸をまわすなど、
入
にゅう

念
ねん

な造りが見られます。杮
こけら

板
いた

から、本殿建立時に
西尾の倉

く ら は し

橋嘉
か

右
う

衛
え

門
もん

に
よって屋根が葺

ふ

かれた
ことがわかりました。
　平成21年（2009）には
本殿を除く社殿が新た
に造営されました。
　＊本殿は覆

おおい

殿
でん

の内部
にあるため、普段は見
られません。

　絵馬および奉納額３面は、拝
はいでん

殿内に掲
かか

げられてい
ます。

○為
ためとも

朝と鬼の力
ちから

競
くら

べの図　寛
かんせい

政７年（1795）
　奉

ほ う の う

納者
しゃ

である山本
氏は、根崎村で庄屋を
務め、宝

ほうれき

暦７年（1757）
の矢作川決

け っ か い

壊時には、
伊勢神宮の神

しん

符
ぷ

を堤
防に埋めて、復旧工
事を成功させたと伝
えられます。

○群
ぐん

馬
ま

図
ず

　寛
かん

政
せい

９年（1797）
　奉納者の「源

みなもと

正
まさ

賢
かた

」
は、 根 崎 の 領 主 で
三千石の旗

は た も と

本 松平正
まさ

賢
かた

のことです。また、
絵
え

師
し

の「狩
か

野
のう

素
そ

川
せん

」
は、幕府の御

ご

用
よう

絵師
の狩野彰

お さ の ぶ

信（章
お さ の ぶ

信）で
す。

○人
ひとはかみのとくによりてうんをそえる

者依神之徳添運　天
てんぽう

保11年（1840）
　奉納者は、松平正賢の子の正

ま さ す け

相（正
ま さ の ぶ

延）です。文
ぶん

政
せい

６ 年（1823）に
領地を引き継ぎ、
親子２代に渡っ
て領地の八幡社
に絵馬と額を奉
納しています。

　慶
けいあん

安３年（1650）、領主の松平隆
たかつな

綱は根崎村を東端
村から分

ぶん

離
り

独立させるとともに、陣
じん

屋
や

（代
だいかんしょ

官所）を設
けました。当初、その管

かん

轄
かつ

地
ち

は根崎村をはじめ碧
へき

海
かい

郡
ぐん

八ヶ村でしたが、元
げん

禄
ろ く

16 年（1703）の変更で
三ヶ村（根崎・東端・和泉）
の三千石となり、幕

ばくまつ

末を
迎えました。

　宝
ほう

亀
き

２年（771）初春、天の星が西南の海に落ち、
金
こんじき

色の観
かんのん

音菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

があらわれたと伝えられます。そ
こで丘に祠を建て、観音菩薩像を安置しました。
　現在は、子

こ

安
やす

観
かん

世
ぜ

音
おん

大
だい

菩
ぼ

薩
さつ

として、城ヶ入町の
地元住民が管理してい
ます。毎月18日の命日
に近い日曜日の祭礼に
は、多くの参詣者が訪
れます。また、入口付
近は「城

じょう

藤
とう

園
えん

」として
藤
ふじ

の名所として知られ
ます。

　由利姫は東端城主 永
なが

井
い

伝
でん

八
ぱち

郎
ろう

直
な お か つ

勝 の 妻 で、 天
てん

正
しょう

13年
（1585）、離

り

縁
えん

され故郷の寺
てら

津
づ

（西尾市）へ帰される途中、根
崎の地で自

じ

害
がい

して果てたと伝
えられます。
　村人は姫の霊を弔

とむら

い、塚と
祠を設けたとされます。

　城泉寺は、真
しん

宗
しゅう

大
おおたに

谷派
は

で、山号を聞
もん

光
こう

山
ざん

といいま
す。貞

じょうきょう

享２年（1685）に慶
けいしん

信によって開かれました。
　現在の本堂は、昭和５年（1930）建造の旧

きゅう

安
あん

城
じょう

武
ぶ

徳
とく

殿
でん

を、昭和51年（1976）に移
い

築
ちく

復
ふくげん

元し、本堂兼地区公
民館としています。
　また、境内には、明治４年（1871）の廃

はい

仏
ぶつ

毀
き

釈
しゃく

の反
対運動（鷲

わしづか

塚騒
そうどう

動）［大
おお

浜
はま

騒
そう

動
どう

］で処
しょけい

刑された、城ケ入
村の農民榊原喜与七をたたえた頌徳碑が建立されて
います。

①東
ひがし

端
ばた

八
はっ

剱
けん

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

・覆
おおい

殿
でん

（市指定文化財）

②東
ひがし

端
ばた

貝
かいづか

塚（市指定史跡）

③東
ひがし

端
ばた

城
じょう

址
し

（市指定史跡）

④念
ねん

空
くう

寺
じ

⑤西
さい

蓮
れん

寺
じ

⑥長
ちょう

福
ふく

寺
じ

⑦根
ね

崎
さきはちまんじんじゃほんでん

八幡神社本殿（市指定文化財）

絵
え ま

馬および奉
ほうのうがく

納額（市指定有形文化財）

⑧根
ね

崎
さき

陣
じん

屋
や

跡
あと

⑩子
こ

安
やす

観
かん

音
のん

⑨由
ゆ り

利姫
ひめ

の祠
ほこら

⑪城
じょう

泉
せん

寺
じ

本堂・榊
さかき

原
ばら

喜
き よ

与七
ひち

頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

　東端八剱神社は、平安時代末期の安
あん

元
げん

元年（1175）ま
たは治

じ

承
しょう

４年（1180）の創立と伝えられます。その後、弘
こう

治
じ

２年（1556）に現在地へ移動し、集落の氏
うじがみ

神となりました。
　本殿は、元禄14年（1701）の建立と推定され、希

き

少
しょう

な二
に

間
けん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

の杮
こけら

葺
ぶき

です。妻
つま

飾
かざり

も叉
さ

首
す

組
ぐみ

とするなど、古い建築
様式が見られます。また、杮

こけら

板
いた

葺
ふ

き替
か

え時の板
いたふだ

札から、根崎
八幡神社と同じ西尾の倉

くら

橋
はし

嘉
か

右
う

衛
え

門
もん

の手によることがわ
かりました。
　本殿を取り囲むように立てられている覆殿は、鬼瓦に記
された年号から、寛

かんせい

政10年（1798）の建立とわかります。ま
た、作風から、牛

うし

久
く

保
ぼ

（豊川市）の堂
とう

宮
みや

大
だい

工
く

 岡
おか

田
だ

五
ご

左
ざ

衛
え

門
もん

またはその一門による建造物と推定されます。
　＊本殿は覆殿の内部にあるため、普段は見られません。

覆殿

南蛮屏風　右隻

本殿

子安観音本堂

本堂城泉寺本堂 榊原喜与七頌徳碑


